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明治・大正・昭和の日本・
近代産業ものがたり

阿賀野川エコミュージ
アムを目指す流域再生
フォーラム（第9回） 

貴重な写真でふりかえる

主催 ● 新潟県　  共催 ● 新潟市・阿賀町　  後援 ● 五泉市・阿賀野市　  企画・運営 ●

四日市の石油化学コンビナート
（昭和45年／三重県四日市市／読売新聞社）

財閥と鉱山、化学産業の
台頭、そして石油の時代へ

日本窒素肥料㈱水俣工場（昭和3年ころ／熊本県水俣市
／出典：「写真集熊本100年」〔熊本日日新聞社〕）

足尾銅山の町並み
（明治期／栃木県日光市）

別子銅山（明治期／愛媛県新居浜市／出典：
「別子銅山」〔合田正良著／新居浜観光協会〕）

本イベントは、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、中止しました。
　県内で新型コロナウィルス感染者が確認されたことを受けて、県民への感染拡
大防止のため、2020年3月28日に開催が予定されていた本イベントは中止いたしまし
た（※参加を予定されていた方 へ々は、すでに文書などでお知らせしております）。大
変ご迷惑をおかけしますが、何とぞご理解をたまわりますようお願い申し上げます。

フォーラム誌上開催 ！

国立感染症研究所撮影

※本フォーラムで開催予定だった内容の一部を、
本誌上でお伝えいたします。

イタイイタイ病

四日市ぜんそく

新潟水俣病

熊本水俣病

▲富山地裁での患者側勝訴を萩野医師から知らされ思わず
合掌する入院患者たち

▲

公
害
マ
ス
ク
を
つ
け
る
工
場
近
く
の
四
日
市
小
学
生

日立鉱山

日本鉱業㈱
（日産コンツェルン）

（久原財閥→日産コンツェルン）

足尾銅山
（古河財閥）

尾去沢鉱山
（三菱財閥）

阿仁鉱山
（古河財閥）

院内鉱山
（古河財閥）

佐渡鉱山
（三菱財閥）

（財）理化学研究所
（理研コンツェルン）

日本曹達㈱
（日曹コンツェルン）

二本木
工場

昭和電工㈱
（森コンツェルン）

鹿瀬
工場

久根鉱山
（古河財閥）

神岡鉱山
（三井財閥）

筑豊炭田
三井・三菱・
住友・古河

高島・端
島炭鉱（三菱財閥）

三池炭鉱
（三井財閥）

別子銅山
（住友財閥）

生野銀山
（三菱財閥）

日本窒素肥料㈱
（日窒コンツェルン）

水俣
工場

石狩炭田
三井・三
菱・住友 美唄

夕張

釧路炭田
（三井・三菱）

（昭和電工㈱）

新居浜
（住友化学工業㈱など）

エチレン
プラント

徳山　  ・
（出光興産㈱など）

コンビ
ナート

エチレン
プラント

岩国　  ・
（三井石油化学工業㈱など）

コンビ
ナート

エチレン
プラント

大分　  ・コンビ
ナート

エチレン
プラント

水島　  ・
（三菱化学㈱など）

コンビ
ナート

エチレン
プラント 大阪　  ・

（三井化学㈱など）
コンビ
ナート

エチレン
プラント

四日市　  ・
（三菱油化㈱など）

コンビ
ナート

エチレン
プラント

怨の旗を林立させて熊本地
裁前に集まった支援団体

▲

足尾銅山
の鉱害

▼有機水銀が排出されたアセトアルデヒド製造プラント

▼排煙する足尾の製錬所

財閥が経営した主要な鉱山
財閥が経営した主要な炭田・炭鉱

新興コンツェルンの最初の主要拠点

昭和40年代までにエチレン生産を
開始した石油化学コンビナート等

大正～昭和初期

昭和30～40年代

明治期以降

川崎　  ・
（日本石油化学㈱など）

コンビ
ナート

エチレン
プラント

千葉　  ・
（丸善石油化学㈱など）

コンビ
ナート

エチレン
プラント

鹿島    ・
（三菱油化㈱など）

コンビ
ナート

エチレン
プラント

小阪鉱山
（藤田財閥）

　

私
た
ち
は
四
大
公
害
に
つい
て
、昭
和

20
〜
30
年
代
に
集
中
し
て
発
生
し
た
、高

度
経
済
成
長
期
を
象
徴
す
る
激
甚
型
の

公
害
と
し
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
原
因
に
着
目
し
て
分
類

す
る
と
、イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
が「
鉱
山
を
原

因
と
し
た
公
害
」、⑵
熊
本
・
新
潟
水
俣

病
が「
化
学
工
場
に
よ
る
公
害
」、⑶
四
日

市
ぜ
ん
そ
く
が「
石
油
化
学
コン
ビ
ナ
ー
ト

に
伴
う
公
害
」で
あ
って
、各
公
害
の
基
盤

と
なった
産
業
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

　

こ
の
順
番
は
実
は
、⑴
明
治
期
の
財
閥

に
よ
る
鉱
山
開
発
、⑵
大
正
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
化
学
産
業
を
主
と
し
た
新

興
コンツェルン
の
台
頭
、⑶
戦
後
の
財
閥
を

中
心
と
し
た
石
油
化
学
産
業
の
隆
盛
と

い
う
、日
本
の
近
代
産
業
の
変
遷
の
歴
史

と
見
事
に
符
合
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、日
本
の
近
代
産
業
の
変
遷

と
い
う
新
た
な
視
点
か
ら
四
大
公
害
を

位
置
付
け
し
直
す
と
と
も
に
、そ
う
し
た

産
業
の
光
と
影
の
痕
跡
が
阿
賀
流
域
で

は
ど
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
き
た
の
か
確
認

し
ま
す
。 

日
本
の
近
代
産
業
の
変
遷
と

阿
賀
流
域
に
お
け
る

光
と
影
を
た
ど
る

産業基盤

原因企業

原因物質

地  域

時  期

産業基盤

大正期～昭和30年代

イタイイタイ病

富山県神通川流域
（旧婦中町など）

カドミウム

三井金属鉱業㈱神岡鉱山
（国内最大だった亜鉛鉱山）

財閥系による鉱山開発

新潟水俣病

昭和電工㈱鹿瀬工場
（肥料製造・有機化学工場）

新興コンツェルンによる化学産業

有機水銀（メチル水銀）

公式確認：昭和40年

新潟県阿賀野川流域

熊本水俣病

熊本県水俣市など

有機水銀（メチル水銀）

チッソ㈱水俣工場
（肥料製造・有機化学工場）

新興コンツェルンによる化学産業

公式確認：昭和31年昭和30年代後半

四日市ぜんそく

硫黄酸化物（SOx）

第1・第2コンビナート
（三菱財閥系等による石油化学コンビナート）

三重県四日市市など

財閥系を主とした石油化学産業

日本の近代産業の変遷史と符号する四大公害
財
閥
に
よ
る
鉱
山
開
発

　

明
治
期
の
日
本
で
は
、三
井
・三

菱
・
住
友
な
ど
、経
営
の
多
角
化
に

成
功
し
て
、巨
大
な
資
本
や
企
業

集
団
を
形
成
し
た「
財
閥
」と
呼
ば

れ
る
グルー
プ
が
力
を
持
ち
ま
し
た
。

こ
れ
ら
明
治
期
に
形
成
さ
れ
た
財
閥

に
共
通
す
る
特
徴
は
、日
本
全
国
で

石
炭
や
鉄
・
銅
な
ど
を
採
掘
す
る
鉱

山
開
発
を
主
軸
に
し
て
、急
成
長
の

原
動
力
と
し
てい
た
点
で
す
。

　

こ
う
し
た
鉱
山
開
発
は
日
本
の

近
代
化
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
す一

方
、近
代
技
術
を
導
入
し
て
大
規

模
に
開
発
す
る
過
程
で
、足
尾
銅
山

の
鉱
害
を
始
め
と
す
る
様
々
な
問
題

を
発
生
さ
せ
ま
し
た
。神
岡
鉱
山
を

開
発
す
る
三
井
鉱
山
も
こ
の
時
期

に
大
規
模
化
し
て
、大
正
期
か
ら
散

見
さ
れ
る
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
発
生への

布
石
が
敷
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

明治期

（出典「神岡鉱山写真史」〔三井金属鉱業株式会社〕）
▲ 神岡鉱山鹿間工場全景（明治45年）

（提供：読売新聞） （提供：毎日新聞）

（提供：毎日新聞）
（出典「鹿瀬工場タイムス」）

次ページへ続く



阿賀野市

　

し
か
し
、四
日
市
の
第
二
海
軍
燃
料
廠

跡
に
建
設
さ
れ
た
、旧
三
菱
系
企
業
群
を

主
と
す
る
石
油
化
学
コン
ビ
ナ
ー
ト
が
大

気
汚
染
を
深
刻
化
さ
せ
、四
日
市
ぜ
ん
そ

く
の
発
生
へと
つ
な
がって
し
ま
い
ま
し
た
。

　 　

最
後
に
、阿
賀
流
域
に
お
け
る
、近
代

産
業
の
光
と
影
の
痕
跡
を
確
認
し
ま
す
。

　

ま
ず
筆
頭
は
、古
河
財
閥
の
礎
を
築
い

た
古
河
市
兵
衛
氏
が
最
初
に
手
が
け
た

草
倉
銅
山
で
、一
時
は
全
国
第
２
位
の
産

銅
量
を
誇
り
、草
倉
の
利
益
が
足
尾
銅

山
の
初
期
の
開
発
も
支
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、昭
和
初
期
に
、新
興
コン
ツェル

ン
も
阿
賀
流
域
への
進
出
を
図
り
ま
す
。

ま
ず
、森
矗
昶
氏
が
建
設
責
任
者
を
担
っ

た
鹿
瀬
ダ
ム
が
完
成
し
、そ
の
電
力
の
供

給
先
と
し
て
、化
学
肥
料
を
製
造
す
る

鹿
瀬
工
場
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
一方
、鮎
川
義
介
氏
率
い
る
日
産
コンツェ

ル
ン
の
中
核
企
業
だ
っ
た
日
本
鉱
業
㈱

（
現
・Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ルデ
ィ
ン
グ
ス
）も
、か
つ

て
大
谷
金
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
三
川
鉱
山

の
経
営
に
乗
り
出
し
、昭
和
30
年
代
ま
で

操
業
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

令和元年度
阿賀野川流域
ロバダン!マップ

…　　　で開催したロバダン !

…　　　で開催したロバダン !

資料整備ロバダン1
資料整備ロバダン2
流域歴史ロバダン1
被害者交流ロバダン1
資料整備ロバダン3
次世代伝承ロバダン1
資料整備ロバダン4
次世代伝承ロバダン2
環境ツアーロバダン1
鹿瀬昔語りロバダン
環境ツアーロバダン2

資料整備ロバダン5
次世代伝承ロバダン3
次世代伝承ロバダン4
被害者交流ロバダン2
阿賀野川川業ロバダン
流域歴史ロバダン2
環境ツアーロバダン3
環境ツアーロバダン4
資料整備ロバダン6
CSR研修ロバダン
次世代伝承ロバダン5

流域鉱山ロバダン1
流域スポットロバダン1
流域食材ロバダン1
流域鉱山ロバダン2
環境ツアーロバダン
流域鉱山ロバダン3
流域スポットロバダン2
流域スポットロバダン3
産業体験ロバダン1
産業体験ロバダン2
産業体験ロバダン3

産業体験ロバダン4
流域水利用ロバダン1
産業体験ロバダン5
流域歴史ロバダン
流域水利用ロバダン2
流域水利用ロバダン3
流域水利用ロバダン4
流域鉱山ロバダン4
流域鉱山ロバダン5
流域食材ロバダン2
流域鉱山ロバダン6

「ロバダン！（炉端談義）」の開
催状況（平成31年4月～令和2
年3月）が一目でわかるマッ
プ。令和元年度はＦＭ事業＆
阿賀野川エコミュージアムを
合わせて、44件開催しました。

新
興
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
台
頭

　

明
治
期
の
財
閥
は
経
営
を
多
角
化
し

つつ
も
、化
学
分
野
に
は
出
遅
れ
て
い
ま
し

た
。そ
の
間
隙
を
突
い
て
、多
数
の
新
興
企

業
が
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、

肥
料
や
薬
・
食
品
な
ど
の
化
学
産
業
に
進

出
す
る
中
か
ら
、巨
大
化
し
た「
新
興
コン

ツェルン
」が
昭
和
初
期
に
台
頭
し
ま
す
。と

り
わ
け
、「
日
窒（
チ
ッソ
）コン
ツェルン
」の
野

口
遵
氏
、「
森（
昭
和
電
工
）コンツェルン
」の

森
矗
昶
氏
、「
日
産
コンツェルン
」の
鮎
川
義

介
氏
は
、「
財
界
新
人
三
羽
烏
」と
称
さ

れ
活
躍
し
ま
し
た
。

　

新
興
コン
ツェルン
に
よ
る
化
学
産
業
を

牽
引
し
た
の
は
日
窒
コン
ツェルン
で
、水
力

発
電
ダ
ム
か
ら
化
学
工
場
へ
電
気
を
供
給

し
て
、ま
ず
は
化
学
肥
料
の
製
造
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、や
が
て
有
機
化
学
分
野
へと
進

大
正
期
〜
昭
和
初
期

出
し
ま
す
。森（
昭
和
電
工
）コンツェルン
も

そ
れ
を
追
い
か
け
ま
す
が
、両
社
と
も
戦

後
に
肥
料
部
門
の
不
振
か
ら
、石
油
化
学

が
確
立
す
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
有

機
化
学
部
門
の
増
産
に
拍
車
を
か
け
、水

俣
病
の
発
生
へと
至
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　 　

戦
後
、旧
財
閥
系
企
業
群
は
、出
遅
れ

て
い
た
化
学
分
野
への
本
格
的
な
進
出
を

企
図
し
ま
す
。

　

折
し
も
、昭
和
20
年
代
後
半
の
日
本

で
は
、石
油
を
基
盤
と
し
た
産
業
構
造
へ

の
転
換
が
模
索
さ
れ
、石
油
化
学
施
設
を

備
え
て
い
た
陸
海
軍
の
各
燃
料
廠
跡
を

め
ぐ
り
、争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。結
果
的
に
、こ
れ
ら
の
施
設
は
旧
財

閥
系
に
有
利
に
差
配
さ
れ
、続
々
と
石
油

化
学
コン
ビ
ナ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

鉱
山
や
電
気
化
学
へ
の
進
出

阿
賀
野
川
流
域
で
は…

戦
後
の
石
油
化
学
へ
の
転
換

昭
和
30
年
代

（右から、出典「日本窒素肥料事業大観」〔日本窒素肥料㈱〕、「昭
和電工五十年史」〔昭和電工㈱〕、「日産コンツェルン讀本」〔和田
日出吉著・春秋社〕）

▲ 財界新人三羽烏（右から野口・森・鮎川）

（出典「四日市市史」〔四日市市〕）

▲ 旧三菱系の企業群が中心となって進出
した四日市の第一コンビナート

にっ

ち
つ

し
た
が
う

の
ぶ

て
る

す
け

よ
し

が
ら
す

い
ち

べ

え

▲ 昭和電工㈱鹿瀬工場
（出典「鹿瀬工場タイムス」）

▲ 草倉銅山の本山（小野崎敏氏提供）

▲ 三川鉱山の選鉱場（吉澤荘一氏提供）

▲ 鹿瀬ダム
（東北電力㈱提供）

1711 （日）三川鉱山＆草倉銅山めぐり
開催レポート!

　阿賀流域の近代産業の事例を視察するた
め、三川鉱山＆草倉銅山の現地視察を開催し
ました！  特に三川鉱山の現地視察は珍し
く、当日は三川鉱山に詳しい地元有識者の吉
澤荘一さんからガイドしていただきました！ 

当日35名参加

（片桐淳氏撮影）

阿賀町

五泉市

新潟市

阿賀野川

新
し
い
学
習
用
教
材
が
完
成
！

　　
昨
年
度
制
作
し
た「
紙
芝
居
教
材

『
阿
賀
の
近
代
産
業
も
の
が
た
り
』副

読
本
」に
続
き
、「
新
潟
水
俣
病
の
被

害・原
因・そ
の
後
を
知
ろ
う・学
ぼ
う
」

が
、新
潟
市
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
作

成
し
、よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
！

　
新
潟
水
俣
病
を
含
む
四
大
公
害
は
、

小
学
５
年
社
会
の
教
科
書
で
学
び
ま

す
が
、新
潟
県
以
外
の
地
域
の
公
害
事

例
が
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
教
材

は
、小
学
５
年
社
会
の
教
科
書
の
時
間

に
、新
潟
水
俣
病
を
学
べ
る
よ
う
に
制

作
さ
れ
ま
し
た
。

新潟市教育委員会
新潟市保健衛生総務課
〔一社〕あがのがわ環境学舎
日本自然環境専門学校
阿賀町役場
阿賀町教育委員会
昭和電工株式会社

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

平成31年度ユネスコ活動費
補助金（文部科学省所管）

小5
社会

新潟水俣病の学習用教材が完成！


